
２－４ 大学改革の進展（例）

１．カリキュラム改革の実施状況

○ 過去５年間（平成１４年度～平成１８年度）において、全体の約８割の６０７大学（約

８５％）が、カリキュラム改革を実施している。

○ 教養教育科目でインターンシップを取り入れた科目の開設状況

４６大学（約 ８％：平成１０年度）→ ２２９大学（約３２％：平成１８年度）

○ 外国語による授業の実施状況

２３４大学（約３６％：平成１２年度）→ ３３３大学（約４６％：平成１８年度）

○ 外国語教育の改革

＜目的別クラス化＞

１８８大学（約３４％：平成６年度）→ ４６５大学（約６５％：平成１８年度）

＜能力別クラス化＞

１０８大学（約２０％：平成６年度）→ ４７１大学（約６６％：平成１８年度）

＜Ｌ．Ｌ．ビデオ等の活用＞

２２１大学（約３９％：平成６年度）→ ６２１大学（約８８％：平成１８年度）

○ ボランティア活動を取り入れた授業科目の開設状況

６３大学（約１２％：平成５年度）→ ２７３大学（約３８％：平成１８年度）

○ 情報（処理）教育の実施状況

＜情報処理教育を必修化＞

２１８大学（約４０％：平成５年度）→ ５５５大学（約７８％：平成１８年度）

＜専用の教室を設置＞

４４０大学（約８０％：平成６年度）→ ６９８大学（約９８％：平成１８年度）

２．授業の質を高めるための具体的な取組状況

○ シラバスの作成状況

８０大学（約１５％：平成４年度）→ ７０１大学（約９６％：平成１８年度）

○ 履修科目登録の上限設定（キャップ制）の実施状況

２７２大学（約４２％：平成１２年度）→ ４５３大学（約６４％：平成１８年度）

○ 厳格な成績評価（ＧＰＡ制度）の導入状況

６７大学（約１０％：平成１２年度）→ ２９４大学（約４０％：平成１８年度）



○ 高等学校での履修状況への配慮

２４０大学（約４４％：平成６年度）→ ４３６大学（約６１％：平成１８年度）

○ セメスター制の採用状況

２００大学（約４１％：平成６年度）→ ６３９大学（約９０％：平成１８年度）

○ 学生による授業評価の実施状況

３８大学（約 ７％：平成４年度）→ ５４１大学（約７４％：平成１８年度）

○ ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）の実施状況

１５１大学（約２８％：平成５年度）→ ６２８大学（約８６％：平成１８年度）

＜新任教員研修会の開催＞

４０大学（約 ７％：平成５年度）→ ２６６大学（約３６％：平成１８年度）

＜教員相互の授業参観＞

８大学（約 １％：平成５年度）→ ２８１大学（約３８％：平成１８年度）

＜センター等の設置＞

１７大学（約 ３％：平成５年度）→ １４５大学（約２０％：平成１８年度）

３．単位互換、編入学等「開かれた大学」への取組状況

○ ４月以外の入学者受入れの実施状況

学 部 ２７大学（約 ５％：平成９年度）

→ ２９０学 部（約１５％：平成１８年度）

研究科 ５９大学（約１４％：平成９年度）

→ ４８４研究科（約２９％：平成１８年度）

○ 社会人学生の受け入れ

＜社会人特別選抜実施大学＞

学 部 ９３大学（平成元年度）→ ４９５大学（平成１９年度）

大学院 ５３大学（平成元年度）→ ４０９大学（平成１９年度）

＜社会人特別選抜入学者数＞

学 部 ２，１２１人（平成元年度）→ ２，２６１人（平成１９年度）

大学院 １，８２７人（平成元年度）→ １７，２１５人（平成１９年度）

○ 単位互換制度を設けている大学

１２３大学（約２５％：昭和６３年度）→ ５６７大学（約７８％：平成１８年度）



○ 昼夜開講制の実施状況

学 部 １５大学（平成４年度）→ ５０大学（平成１９年度）

大学院 ５８大学（平成４年度）→ ３０７大学（平成１９年度）

○ 夜間大学院の開設状況

４大学（平成４年度）→ ２８大学（平成１９年度）

４．自己点検・評価、教員の教育面の業績評価等の実施状況等

○ 学外有識者の意見反映のための諮問機関等の設置状況

２２大学（約 ４％：平成７年度）→ １８５大学（約２５％：平成１８年度）

○ 教員の教育面の実績評価の実施状況

１０３大学（約１６％：平成１２年度）→ ２８５大学（約３９％：平成１８年度）

（参考）平成１８年度の基本データ（平成１８年５月１日現在）

大 学 数 学 部 数 研 究 科 数 学 部 学 生 数 大学院学生数

国 立 87(86) 357 414 459,716 153,327

公 立 76(64) 161 139 110,047 14,319

私 立 567(426) 1,415 1,084 1,935,122 93,403

放 送 大 学 1(1) 1 1 84,553 7,075

計 731(577) 1,934 1,638 2,589,438 268,124

※ （ ）内は、大学院を置く大学数

※ 放送大学以外の通信制は除く

（出典）文部科学省「大学における教育内容等の改革状況について」(2008)



２－５　設置者別 関係学科別 学生数の割合

（出典）文部科学省「学校基本調査速報」（平成20年度）
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＞　人文・社会系の学生数（約１３０万人）は、全学生数の約半分を占める。



２－６ 分野別にみた学士課程カリキュラム編成の特徴

87.132.732.773.1卒業論文・制作がある

54.454.426.925.8特定の学年で単位修得しないと進級できない科目がある

78.978.941.652.82年次で教養よりも専門の必修の方が多い

88.268.068.080.41年次で必修の専門教育科目がある

理工社会人文

＊文系は専門の開始が遅い。 ＊文系は学年ごとの構造化が弱い。＊とくに社会系は卒論がない学部が多い。

31.536.440.240.2教養教育に関する学生の履修の共通性が減少

64.964.948.955.6教員間で授業内容について調整を図ることが多くなった

33.333.319.519.5科目区分の担当の違いによる教員間の差別が残存

54.354.323.927.7大学院教育を視野に入れて学士課程カリキュラムを編成

47.047.031.123.0教養教育に占める補習や導入教育の比重が増加

49.048.261.261.2専門教育が学際的になった

72.279.486.886.8学生の科目選択の幅が拡大

理工社会人文

＊人文系は、学生の選択肢が拡大し、教養教育では履修の共通性が減少し、専門教育は学際的になっている。

＊理系は、補習や導入教育が増加しているが、大学院を視野に入れたカリキュラム編成を考えるようになった。

＊理系では、担当の違いによる教員間の差別が残っているものの、教員間で授業内容で調整を図るようにもなっている。

◆ 4年間の履修の構造化の度合い

◆ 大綱化以降の変化の認識



【【出典出典】】
平成１９年平成１９年1212月月33日中央教育審議会日中央教育審議会 大学分科会大学分科会制度・教育部会及び制度・教育部会及び

学士課程教育の在り方に関する小委員会合同会議学士課程教育の在り方に関する小委員会合同会議
吉田文専門委員発表資料より抜粋吉田文専門委員発表資料より抜粋

【調査概要】
実施時期：2003年10月
対象：4年制大学の全学部（1,776学部）
有効回答数：1,000(回収率：56.3％)

36.745.118.918.9教養と専門教育との担当教員を分ける
（どの教員も教養・専門科目を担当）

54.866.066.063.963.9学生の学力水準に合わせてカリキュラム編成
（学部の要求水準を前提にして）

52.160.160.164.464.4教養教育はテーマ別科目を多く
（教養教育は3系列の科目を多く）

57.064.364.365.665.6専門教育の内容を学際的に
（専門教育の内容を高度化）

理工社会人文

＊文系は、学際的に、学生の学力水準に合わせるために、テーマ別科目を多く設定 ＊人文は、教養と専門の担当が分化していない。

◆ カリキュラムの編成方針
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学生の学力水準に合わせてカリキュラム編成
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学生の科目選択の幅を増大

（学生の必修を増加）

理工社会人文

＊人文系・社会系で、「学生の科目選択の幅を増大」、「学生の学力水準に合わせてカリキュラム編成」を方針としているところでは、そ
のカリキュラムを学際的にすることを考えているところが多い。 ＊文系の場合、カリキュラムの学際化は、学生の学力水準にあわせ、
選択の幅を大きくすることを意味する傾向がある。

◆ 学際化の陥穽

＜文系のカリキュラム編成の特徴＞＜文系のカリキュラム編成の特徴＞
＊学際化、自由化、多様化＊学際化、自由化、多様化 ＊構造化が弱い＊構造化が弱い

注）上記の数値は、二項対立的な質問のうち、前者を選択した比率。（ ）は対立する質問項目。

注）上記の数値は、二項対立的な質問のうち、前者を選択した比率。（ ）は対立する質問項目。



◆ 分野別 自分の志望と大学教育

○ 卒業後の希望については、保健、教育で確信が強い。他の系統では必ずしも明確とは言えない。
○ 授業とやりたいこととの関係では、保健で最も高く、家政、芸術などが次ぐ。教育は卒業後の志望は明確だが、それが大学での
授業と必ずしも明確に関わっていない。しかし、一般的に、授業の関連性を高く評価していない。

○ 学部系統にかかわらず、「授業をとおしてやりたいことを見つけたい」という希望が強い。

【出 典】平成20年２月28日
中央教育審議会大学分科会制度・教育部会及び学士課程教育の在り方に関する小委員会合同会議
金子元久委員発表資料より抜粋

【調査概要】
調査期間：平成18年12月～平成19年11月
調査対象：127大学288学部 回答数48,233人

２－７ 分野別 学生の学習態度等



○ 人文・社会・芸術：週15-25時間にピーク。25時間以上は少ないが、ある程度はある。

○授業実験については、保健・家政が高い。他の分布はあまりかわらない。
○ 人文社会系は、組織的な活動（実験・卒業研究・卒論）への参加は高くない。

◆ 分野別 授業への参加状況

◆ 分野別 授業関連の実験・卒業研究への参加状況

【調査概要】
調査期間：平成18年12月～平成19年11月
調査対象：127大学288学部 回答数48,233人

【出典】平成20年２月28日
中央教育審議会大学分科会制度・教育部会及び学士課程教育の在り方に関する小委員会合同会議
金子元久委員発表資料より抜粋



◆ 分野別 在学中の獲得目標

○ 将来を見つけることは、分野によらず、獲得目標として多くあげられた。
○ 人文・社会では、「人間関係」、「広い教養もののみかた」が多くあげられた。
○ 在学中を「エンジョイする」という目標は、理学・工学・農学よりも人文・社会において多くみられた。

【調査概要】
調査期間：平成18年12月～平成19年11月
調査対象：127大学288学部 回答数48,233人

【出 典】平成20年２月28日
中央教育審議会大学分科会制度・教育部会及び学士課程教育の在り方に関する小委員会 合同会議
金子元久委員発表資料より抜粋



自分の考えをわかりやすく説明すること 74.1 69.4

わからないことを納得できるまで追求するこ
と

57.1 77.1

筋道立てて論理的に考えること 63.4 69.7

自分の考えを文章で表現すること 71.4 47.2

幅広い知識や教養を身につけること 63.8 50.2

地道な作業を続けること 46.2 61.1

他人と協力しながら研究や作業を進めるこ
と

33.4 64.1

人や社会の役に立つこと 43.5 50

数字やデータを根拠に物事を考えること 20.5 63.2

道徳心や倫理観を身につけること 37.3 37.5

語学力を身につけること 44.4 31.7

他人が思いつかないアイデアを出すこと 25.6 40.1

リーダーとしてグループをまとめること 19.4 18.5

(出典)ベネッセコーポレーション「進路選択に関する振返り調査」(２００６)

◆　文理別　専門領域に重要な能力・態度

　　　　　　　　　　　※数値は「とても重要」の比率(％)。

　　　　　　　　　　　※専攻の文理別について、「文系と理系の中間」「どちらでもない」と回答した者は図から省略した。

【調査概要】平成１７年１月から２月にかけて、全国４年制大学に通う文系男子学生２５００名、文系女子学生２５００
名、理系男子学生２５００名、理系女子学生２５００名、合計１００００名を抽出し、郵送によるアンケート調査を行っ
た。回答者の内訳は、「１年生」が２９．６％、「２年生」が２４．０％、「３年生」が２４．４％、「４年生」が２１．９％、「無
答不明」が０．１％。
有効回答数は６４６３通(回収率６４．６％)
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